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機能 
集約すべき施設 

（誘導施設） 

安中 

（都市拠点） 

松井田 

（地域拠点） 

原市 

（生活拠点） 

安中榛名 

（生活拠点） 

行政機能 市役所・支所 ○ ○   

介護福祉 

機能 

地域福祉支援センター 

地域包括支援センター 
○ ○   

子育て 

機能 
こども家庭センター ○    

商業機能 
延床面積 1,000 ㎡超の

店舗 
○ ○ ○ 〇 

医療機能 病院 ○ ○ ○  

金融機能 
銀行・信用金庫・信用組

合・労働金庫 
○ ○ ○  

教育・ 

文化機能 

文化ホール、図書館、博物

館（美術館含む）、市民交

流施設 等 

○    

【目指す都市の骨格構造図】 

【都市機能誘導区域・居住誘導区域】 

【誘導施設】 

【立地適正化計画】 

安中市立地適正化計画 

安中 

原市 
松井田 

安中榛名 

用途地域 

コンパクト・プラス・ネットワーク 

急激な人口減少・高齢化 

市街地の拡散 

市街地の人口密度の低下 

公共交通の利便性の低下 

人口減少・高齢化に耐えうる持続可能な都市 

市街地の魅力向上による人口密度の維持 

誰もが利用しやすい公共交通 

課題 必要なこと 

医療・福祉・子育て支援・商業等の都市機能を都市の拠

点に、また居住をその周辺に誘導し人口密度を保つ 

拠点へのアクセス向上のため、公共交通も充実させる 
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分野 No 評 価 指 標 の 設 定 基 準 値 目 標 値 

都市 

機能 
① 

都市機能誘導区域における誘導施設の割合

（★） 

41.4％ 

（令和６年） 

41.4％以上 

（令和 2２年） 

居住 ② 

居住誘導区域における人口の割合（★） 
32.8％ 

（令和２年） 

32.8％以上 

（令和 2２年） 

居住誘導区域における人口密度（★） 
22.1 人/ha 

（令和２年） 

22.1 人/ha 以上 

（令和 2２年） 

公共 

交通 
③ 公共交通沿線における人口の割合（☆） 

28.0％ 

（令和２年） 

28％以上 

（令和 2２年） 

防災 ④ 
災害リスクが高い地域に居住する人口の割合

（☆） 

4.5％ 

（令和２年） 

4.5％未満 

（令和 2２年） 

項目 現状 課題 取組方針 施策 

洪水（想定

最大規模） 

浸水３ｍ以

上 

浸水深 3m 以上の区域

及び家屋倒壊等氾濫想

定区域に含まれる建物

が碓氷川や九十九川沿

いに存在し、人的・物的

被害が懸念  など 

ハード整備に

よる災害リスク

低減、状況に応

じた水平避難

等の避難行動

の促進 など 

河川整備計画よ

る計画的な河川

整備、指定緊急避

難 場 所 等 が 

500m 圏外の区

域を削減 など 

河川の改修や堤防の嵩

上げ等の整備、避難施

設の整備の検討や民間

との協定等による指定

緊急避難場所等の確保 

など 

【誘導施策】 

【防災指針】 

【目標】 

【今後の予定】 

都市機能誘導 

居住誘導 

公共交通 

・新駅構想周辺の開発 

・公共施設の移転・複合化 

・市役所跡地の活用 

・居住環境の向上 

・移住・定住の促進 

・空き家・空き地の活用 

・土地利用規制にかかる都市計画制度の活用 

・温泉街活性化によるまちの魅力向上 

国の補助金等を有効活用 

市の補助金の

加算等を検討 

・公共交通の維持充実 

・AI デマンド交通の導入 

・Maas 等の公共交通のDX 

地域公共交通計画と連動 

洪水 土砂災害 地震 火山 大規模盛土造成地 

コンパクト・プラス・ネットワークのまちづくりにあわせ、激甚・頻発化する災害に強いまちづくりが必要 

様々な種類の災害リスクについて分析し、課題解決のための取り組み方針、災害リスクを回避するための

施策を検討 

例：想定最大規模降雨時の浸水に対する施策の一部 

「都市機能誘導」「居住誘導」「公共交通」について次のような施策を行います 立地適正化計画は長期的な視点で都市の体質改善を図っていく計画であることから、目標年次

を計画作成から概ね20年後に設定します 

おおむね5年ごとに取組の達成状況等を検証・評価し、必要に応じて計画の見直しを図ります。 

計画の目標値及び評価指標は、目指すべき都市像に対して都市の体質がどの程度改善されてい

るか、施策の効果がどの程度発現しているかを計測するものとして、客観的かつ定量的な分析・

評価ができるように設定します。 

8 月下旬 

10月 15日 

9月 3日～ 
10月 3日 

10月 

1 月 

11 月 

2 月 

住民説明会 
8月 27日 松井田支所 ９月 1日 本庁 （各日午後2時又は7時開始） 

公聴会 

パブリックコメント・素案の閲覧 

庁内検討委員会 

都市計画審議会 

策定委員会 

公表・運用開始 


